
『生きる力』を身につけるために

○豊かな学力を身につけ、健やかな心と体を育てます。「知」「体」

○正義を重んじ、社会の一員として求められる力を育てます。「徳」「公」

○伝統や文化を尊重し、国際社会への視野を広げます。「開」

　〇豊かな人権感覚・意識の育成を図る 〇生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成を図る

　〇健康の保持増進のために自発的に実践する習慣の育成を図る。 〇教室環境整備を全校で意識する

 ○心身の健康に関心を持ち、生涯にわたって健康を保持増進できる自己管理能力を身に付ける。

・コミュニケーション力の低さにより、人間関係に

〇心身の健康に関する支援体制の充実を図る。 　つまずき、心身ともに不調をきたすことが多い。

・危険予測ができず、状況に応じた判断ができず、けが

○自分の健康管理を行うための力を育てる。 　や事故につながることが懸念されるケースが多い。

・自分が健康であるための自己管理能力が低く、

　生活習慣の振り返りや改善をせずに、体調不良等を

　繰り返すケースが多い。

到達度：１＝よくできた　２＝ほぼできた　３＝あまりできなかった　４＝まったくできなかった

A） 1 1

2 2

※ 3 3

4 4

Ｂ） 1 1

2 2

※ 3 3

4 4

保健室経営目標１に対する総合評価 1 2 3 4

Ｃ） 1 1

2 2

※ 3 3

4 4

Ｄ） 1 1

2 2

※ 3 3

4 4

保健室経営目標２に対する総合評価 1 2 3 4

≪総評と次年度への課題≫

生徒保健委員会での取り組みについて、昼の

放送や掲示物などで発表し、全校への啓発活

動を行うことができたか。
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緊急時の対応に関する（食物アレルギーを含

む）研修等を実施し、職員全体で緊急時の対

応について共通理解をする。

緊急時の対応に関する研修等を実施すること

ができたか。

緊急時の対応について周知できたか。

生徒保健委員会活動の中で、熱中症やけが、

感染症等の予防・啓発等、自らの健康につい

て考えられるような取り組みを行う。

保健調査票や健康診断結果をもとに、配慮が

必要な生徒について情報共有を行い、適切な

対応をすることができたか。

健康観察や来室状況等の情報を共有し、教職

員やSC、保護者等と連携し、心身の健康問

題の予防・早期発見・対応に努める。

来室状況や健康相談活動等の結果を、職員等

に情報提供し、問題を共有することができた

か。
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保健調査票や健康診断結果を基に、学校生活

で配慮が必要な生徒についての情報共有、経

過観察等、適切な対応を行う。

学校保健目標

重点目標 生徒の主な健康課題
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保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）
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令和 ● 年度 横浜市立●●中学校　保健室経営計画
学校教育目標

　　　　　　　　　　　　　学校経営方針　(保健安全にかかわるもののみ）

学校教育目標

学校経営方針から保健安全にかかわるものを抜粋


